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１ 題 材  いろいろな四角形 

 

２ 目 標 

  垂直や平行という観点で四角形を弁別したり作図したりする活動を通して，四角形を構成要素及

びそれらの位置関係に着目して考察し，その性質を見いだし，捉え直すことができるようにする。 

 

３ 評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
○ 垂直・平行の意味，台形，

平行四辺形，ひし形の定義や
性質，対角線の意味を理解し
ている。また，図形について
の豊かな感覚をもっている。 

○ 垂直・平行な２直線の作図
や台形，平行四辺形，ひし形の
作図が正しくすることができる。 

○ 垂直・平行という観点で２直線
の関係を考え，四角形について
分類し，分類した観点や分類
した図形ごとの特徴を見いだ
している。 

○ 四角形を意欲的に調べること
を通して，垂直・平行な直線の
関係や図形の定義や性質を基
に，弁別したり作図したりし
ようとしている。 

 

４ 題材について 

(1) 題材について 
これまでに子供たちは，図形を考察する際，図形を構成している頂点や辺の個数，辺や角の相

等関係等に着目してきている。第２学年では，辺の数，直角に着目して三角形，四角形，直角三

角形，さらに長方形，正方形に弁別してきている。第３学年では，辺の長さの相等や角の大きさ

の相等に着目して正三角形や二等辺三角形を捉えることができるようになり，「数学的な見方・考

え方」が豊かなものとなってきている。本題材では，基本的な図形をより明らかにするために，

まず垂直や平行等の２直線の位置関係を捉えることができるようにすることをねらいとしている。

垂直や平行は図形学習の基本概念であり，次に学習する四角形の定義，性質の理解，作図法を理

解していく上で，重要な働きをしていくものである。 

本題材で育まれた資質・能力は，立体図形や第５学年「合同な図形」，第６学年「対称」等の学

習へと発展し，繫がっていくものである。 

(2) 子供について 
本学級の子供は，図形を考察する問題への関心・意欲が高い子供とそうでない子供の二極化が

見られ，図形を考察する基礎的・基本的な知識及び技能を概ね身に付けている子供とそうでない

子供がいる。また，図形を考察する際に辺や角の数に着目して弁別することはできるが，辺と辺

の位置関係に着目して考察することができる子供は少数である。 

(3) 指導について 
題材のねらいや子供の実態を基に，本題材では，辺や角といった図形を構成する要素及びそれ

らの位置関係に着目し，構成の仕方を考察し図形の性質を見いだすとともに，その性質を基に既

習の図形を捉え直す過程を大切にしたい。 

 具体的には，まず，地図から見いだした様々な四角形を弁別する活動を通して，辺や角に着目

しても弁別できない場合に何に着目すればよいか考えることができるようにする。次に，着目し

た辺と辺の位置関係について，線分の長さやずれ等の諸条件を捨象し，直角に交わり垂直を延ば

しても交わらないことで平行の意味付けをすることができるようにする。さらに，垂直や平行の

関係，対角線に着目して，既習の図形を弁別する活動を通して，図形の性質について考察するこ

とができるようにする。 

本授業では，以下の検証を行うものである。 
辺と辺の位置関係に着目して四角形を弁別しようとする数学的活動は，図形領域における「数

学的な見方・考え方」を豊かにし，正方形や長方形等の既習の図形を捉え直そうとする「深い学

び」を実現するための手立てとして有効であったか。 

授業Ⅰ 



５ 指導計画（総時数１６時間）             

小題材 主な学習活動 時間 

平
行
④ 

１ 地図から見付けた四角形を分類し，その共通点を考える。 １ 
(本時) 

２ ２直線と他の１直線が交わる角度を調べ，平行の意味を知る。 １ 
３ 平行な２直線と他の１直線が交わってできる角や２直線間の距離など，平行な

直線の性質を調べる。 １ 

４ 三角定規や定規を使って，平行な直線のかき方を考える。 １ 

垂
直
② 

５ ２直線の交わる角度を分度器で調べる。身の回りから垂直の関係にあるところ

を探す。 
１ 

６ 三角定規や分度器を使って，垂直な直線のかき方を考える。 １ 

い
ろ
い
ろ
な
四
角
形
⑥ 

７ 身の回りから台形の形をしたものを探したり，平行線を用いて台形を作図したりす
る。 １ 

８ 仲間分けした四角形で平行な辺を２組もつ四角形について考える。 １ 
９ 三角定規や定規を用いて平行四辺形を作図し，辺の長さや角の大きさを調べる。 １ 
10 与えられた２辺とその間の角を用いて，平行四辺形のかき方を考える。 １ 
11  仲間分けした四角形で，４つの辺の長さがみな等しい四角形について考える。 １ 
12  平行四辺形の作図の仕方を基に，与えられた２辺とその間の角を用いて，ひし 

形のかき方を考える。 
１ 

四
角

形
の

対
角

線
① 13 対角線の長さや交わり方を調べ，その結果と四角形の性質を比較する。 １ 

敷
き

詰
め

模
様

① 14  合同な四角形を敷き詰めて，模様を作る。 １ 
練
習
① 

力
試
し
① 

15 学習のまとめ，練習問題をする。 １ 
16 学習のまとめ，練習問題をする。 １ 

 

６ 本 時（１／１６） 

(1) 目 標 
   辺と辺の位置関係に着目して，四角形を弁別することができる。 

 

(2) 評価規準 
   分類した図形の特徴の共通点から辺と辺の位置関係に着目して，四角形を弁別している。 

                                     【思考・判断・表現】 

(3) 指導に当たって 

   「つかむ・見通す」過程では，主体的に課題解決しようとする意欲を高めることができるよう

に，既習の図形が連想しやすい地図を複数提示して道路を辺と見立てることで既習の図形を見付

ける活動を設定する。また，地図の中から見いだされた四角形の中から似ている図形を尋ねるこ

とで，本時の学習問題を焦点化することができるようにする。さらに，辺・角・頂点といった図

形の構成要素に着目すればよいのではないかと見通しをもつことができるように，これまでの学

習を振り返る場を設定する。 

「見つける」過程では，四角形を弁別するために新たな視点が必要になることを理解すること

ができるように，正方形や長方形の仲間に平行四辺形や台形を入れる。また，辺の向きが同じに

なっていることに気付くことができるように，これまでの学習を振り返り，「ずらす」・「重ね

る」・「回す」といったこれまでに経験してきている操作活動を通して，解決しようとする見通し

をもつ場を設定する。 

「磨き合う」過程では，角や辺のような構成要素ではなく，辺と辺の関係のように構成要素間

の関係に着目して弁別を行なっていることに気付くことができるように，一般の四角形と平行四

辺形や台形を比較する。 

「振り返る」過程では，平行という観点で正方形や長方形を統合的に考察することができるよ

うに，児童から出された観点を整理する。また，本時で新たに学習した考え方を明確にすること

ができるように，既習事項との違いを振り返る。さらに，題材全体を通して主体的に学習に取り

組んでいこうとする意欲を高めることができるように，導入時に多様な課題が出されたことを振

り返り，本時で解決していない課題を次時以降に解決することを伝える。 



(4) 本時の展開          〔 〕子供の意識  ◯ 指導の手立て  ※ 評価規準 

過程 時間 主な学習活動 指導の手立て 

つ
か
む 

 

７ 

１ 学習課題を受け止める。 
学習とつなぐ 

 
 
 
 
 
 
２ 学習問題を焦点化する。 
 
 
 
３ 地図から見付けた四角形を仲間分け

する。 
 
 
 
 
 
４ 長方形，正方形と平行四辺形や台形

に共通する観点を調べる。 
 
 
 
 
５ どのような観点で仲間分けをしたの

か話し合う。     自分とつなぐ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６ 本時の学習について確認する。 
 
 
 
 
 

７ 本時の学習を振り返る。 
 
 
 

○ 地図を複数提示することで，道路を

辺と見立てて図形を見付け，主体的に

課題解決しようとする意欲を高めるこ

とができるようにする。 

○ 地図の中から見いだされた四角形の

中から似ている図形を尋ねることで，

本時の学習問題を焦点化することがで

きるようにする。 

○ これまでの学習を振り返ることで，

図形の構成要素に着目すればよいので

はないかと見通しをもつことができる

ようにする。 

○ 正方形や長方形の仲間に台形や平行

四辺形を入れることで，角や辺に着目

して弁別するのではなく，新たな視点

が必要になることを理解することがで

きるようにする。 

 

○ これまでの学習を振り返り，図形を

重ねて比較しようと見通しをもつこと

で，辺が同じ向きになっていることに

気付くことができるようにする。 

 

○  既習の図形や一般の四角形，台形，

平行四辺形等を比較することで，構成

要素ではなく，辺と辺の関係のように

構成要素間の関係に着目して弁別を行

っていることに気付くことができるよ

うにする。 

 

※ 分類した図形の特徴の共通点から

辺と辺の位置関係に着目して，四角形

を仲間分けしている。 
（発言・ノート）【思考・判断・表現】 

○  児童から出された観点を整理するこ

とで，平行という新たな観点で正方形

や長方形を統合的に考察することがで

きるようにする。 

○ 板書された吹き出しを基に振り返る

ことで，本時で新たに学習した考え方

を明確にすることができるようにす

る。 

○  導入時に多様な課題が出されたこと

を振り返り，本時で解決していない課

題を次時以降に解決することを伝える

ことで，主体的に学習に取り組む意欲

を高めることができるようにする。 

見
通
す 

見
つ
け
る 

３０ 

磨
き
合
う 

振
り
返
る 

８ 

四角形を仲間分けするには，どうすれ

ばいいのかな。 

 地図から何が見えるかな。 

・ 正方形と長方形は，全ての角が直
角だから同じ仲間と言えるんじゃな
いかな。 

・ ダイヤモンドみたいな四角形も同
じ仲間になるなんておかしい。どう
してなんだろう。 

・ （一般の）四角形と四角形（台
形）を重ねてみると，２つの辺の
向きが同じになっているよ。 

・ 確かに，正方形や長方形も辺の
向きが同じだね。 

・ みんなの説明を聞いていたら，
「角」や「辺の長さ」ではなく，
辺と辺の向きが同じだから同じ仲
間なんだということが分かった
よ。 

 

 辺の長さや角の大きさで比べられない

ときには，辺と辺の向きで比べるといい

よ。 

・ これまでに学習したことを使えば
これからも解決できそうだな。 

・ まだ分けていな図形も分けてみた
いな。 

・ どこの写真かな。円が見えるよ。 
・ 四角がたくさんあるな。 
・ 田上の町は，奈良の町からすると

変わった四角が多いな。 

・ 重ねてみると，角は重ならないけ
れど，辺は重なるところがあった
よ。 

・ 辺と辺が線路みたいになっている
からかな。 


